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熊本ネイチャーポジティブサミット
Nature Positive Initiative主催。2026年7月14日～15日開催。3,000人が参加。



なぜ今ネイチャーポジティブなのか
生物多様性と生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）

2019年レポート『Biodiversity and Ecosystem Services』
現在、100万種の動植物が絶滅の危機に瀕している。
これは、地球の歴史上6番目の大量絶滅に匹敵する。

絶滅の主な原因は５つ：
①土地・海洋利用の変化
②直接的な捕獲
③気候変動
④汚染
⑤外来種の侵入



昆明モントリオール生物多様性枠組み（GBF)
2022年12月19日 生物多様性条約第15回締約国会議（COP15)で採択

Section F 2050Vision and 2030 Mission

GBFのビジョンは2050年までに生物多様性が評価され、保全され、回復され、賢明に
利用される、自然と調和して生きる世界である。
（ a world of living in harmony with nature）

2050年ビジョンに向けた2030年までのミッションは、
自然を回復軌道に乗せるために生物多様性の損失を止め反転させるための緊急の
行動をとること

Section H

2030年ターゲット
（23の目標）

Target 3 2030

年までに陸域及
び海域の少なくと
も30％を保全。
（30ｂｙ３０目標）

Section G 2050年の4つのゴール



ネイチャーポジティブとは何か

ネイチャー・ポジティブとは、「2020年を基準として、2030年までに自然の損失を食い止め、
反転させ、2050年までに完全な回復を達成する」という世界的な社会目標である

出所：IUCN「ネイチャーポジティブとは - IUCN日本委員会」

https://www.iucn.jp/explanation/nature_positive/
https://www.iucn.jp/explanation/nature_positive/
https://www.iucn.jp/explanation/nature_positive/
https://www.iucn.jp/explanation/nature_positive/


生物多様性国家戦略（2023年3月31日）



ネイチャーポジティブ経済移行戦略
2024年3月29日



ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ
2025年7月公表

https://www.env.go.jp/content/000333089.pdf



ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ
2025年7月公表

https://www.env.go.jp/content/000333089.pdf



調達におけるネイチャーポジティブに向けた実践ガイドライン

2026年7月公表

■ 調達における持続可能性の確保やNPへの配慮に取り組む
に当たり、トレーサビリティの不確実性（技術面・経済面等）
や、どこまで取り組むべきか水準が不明瞭である点が課題。

■ 企業がNPな調達を実践する際に押さえるべき基本事項
を整理して提示

■ 企業の取組事例をとりまとめ、機会につながるというポ
ジティブな側面も提示

［課題］

［ガイドラインの目的］

［対象］

■ すべての企業（セクターの限定はしない）

■ ネイチャーポジティブな調達を実践しようとする企業に向けた
任意のガイドライン

［位置づけ］





システムとしてのネイチャーポジティブ経済

企業、投資家、消費者の意思決定の中にネイチャーポジティブ
に関する要素が織り込まれ、市場のメカニズムを通して、自ず
から自然資本の保全が図られるような経済システム。

改めて、ネイチャーポジティブ経済とは何か

⇒ 一部の「心ある」人の行動だけでなく、システムを構成する
大多数の人の行動が変わることが必要。

✓ 大部分の人は、「社会にとって良いことだから」「サステナビリティに資するか
ら」という理由だけで自らの行動を変えることはない。

✓ 経済の仕組みとしてネイチャーポジティブの評価が組み込まれることが必要。



責任投資原則（PRI）の公表（2006年4月）

１．ESG課題を投資の分析と意思決定のプロセスに組み込む。
２．積極的な株主となり、ESG課題を株主としての方針と活動に

組み込む。
３．投資先企業にESG課題に関する適切な情報開示を求める。
４．投資業界がこれらの原則を受け入れ、実践するよう促す。
５．原則の実施にあたって、効果が高まるよう相互に協力する。
６．原則の実施に関する活動と進捗について報告する。

当時の国連事務総長であったコフィ―・アナン氏が、世界の大手機関投資家（年金、
保険会社等）に呼びかけて策定。国連のグローバルコンパクト・UNEP FI（UNEP金融
イニシアティブ）が事務局を務めた。



署名機関の資産総額（棒グラフ）
（単位：兆ドル）

署名機関数
（折線グラフ）

出所：PRI 『Annual Report 2021』p.50より抜粋
https://dwtyzx6upklss.cloudfront.net/Uploads/s/u/b/pri_annualreport_2021_15698.pdf

PRI署名機関数の推移
署名機関数：5276件（2025年5月5日時点）
運用資産総額：約128.4兆ドル
（2024年Annual Report）
日本の署名機関：146件(2025年5月5日）



ESGの評価

評価項目 評点 ウエイト 点数

（例） ガバナンス・・・

リスク管理・・・

CO2排出量・・・

・・・・・・・・・・・・・・

合計点 レーティング

サステナビリティ情報開示
ISSB/SSBJ

統合報告書
サステナビリティ報告書

その他

ESG評価機関
MSCI

FTSE

Moody’s

S&P、等

＋ 独自アンケート

［ESGレーティングの基本構造］

分析レポート

レーティング
スコア

インデックス



GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）
➢ 運用資産総額249.8兆円（2025年3月末）。世界
最大級の年金。

➢ 2015年にPRIに署名。ESG投資を推進。
➢ 毎年『ESG活動報告』を公表。



サステナビリティ情報開示の制度化
2023年1月企業内容開示府令改正。有価証券報告書に「サステナビリ
ティに関する考え方及び取組」の記載欄を新設。

全ての上場企業は有価証券報告書でサステナビリティ情報の
開示義務がある。



サステナビリティ開示基準の公表
サステナビリティ基準委員会（SSBJ）
2025年3月5日公表

（概念的基礎） （目的、コアコンテンツ）

（目的、コアコンテンツ）

ユニバーサル基準 テーマ別基準
一般開示基準

テーマ別基準
気候関連開示基準

IFRS S1 全般的要求事項

IFRS S２ 気候変動開示

国際サステナビリティ基準審議会
（ISSB）2023年6月公表



SSBJ基準の導入ロードマップ

出所：金融庁「サステナビリティ情報の開示と保証のあり方に関するワーキング・グループ」資料



Taskforce on Nature-related Financial Disclosures（TNFD）

自然関連財務報告タスクフォース
2023年9月最終提言を公表

［IFRSの2025年11月7日のアナウンスメント］

ISSBの基準（Standard）ではなく、
Practice Statement（実務文書）として
反映することを決定。



LEAPアプローチ

出所：Guidance on the identification and assessment of nature-related issues: The LEAP 
approach, p.4



TNFD提言の開示項目

出所：TNFD最終報告より抜粋



GIIN（Global Impact Investing Network）

財務的リターンとともに、測定可能でポジティブな環境的・社会的
インパクトを意図して追求する投資。

【中核的特徴】
➢ Intentionality：意図があること。
➢ Use Evidence and Impact Data in Investment Design：入手可

能な証拠とデータを活用して、環境的・社会的便益を生む
投資を設計する。

➢ Manage Impact Performance：インパクトの測定と管理
（IMM）を行う。

➢ Contribute to the Growth of the Industry：業界の成長に貢
献すること

【インパクト投資の定義】



［金融庁］インパクト投資に関する基本的指針

（要素１）実現を「意図」する「社会・環境的効果」が明確であるこ
と（intention)。

（要素２）投資の実施により、効果の実現に貢献すること
（contribution）。

（要素３）効果の「特定・測定・管理」を行うこと（identification / 

measurement / management）

（要素４）市場や顧客に変革をもたらし又は加速し得るよう支援
すること（innovation/transformation/acceleration）

【インパクト投資の基本的要素】

2024年3月公表

（注）市場競争力のあるリターンの実現が大前提



インパクトコンソーシアム

データ・指標
分科会

市長調査・形成
分科会

地域・実践
分科会

官民連携促進
分科会

https://impact-consortium.fsa.go.jp/

2024年5月14日
第1回総会
会員数300社超



インパクトコンソーシアム

出所：インパクトコンソーシアム運営委員会（2025年9月）資料より抜粋。



ポジティブインパクトファイナンス原則
2017年 UNEP金融イニシアティブが策定

原則１（定義）ポジティブインパクト金融は、ポジ
ティブインパクトビジネスのための金融である。
持続可能な開発の3つの側面（経済、環境、社
会）における潜在的なマイナスの影響を適切に
特定・緩和し、それらの一つ以上の面でプラスの
貢献をもたらす金融である。

原則２（フレームワーク）ポジティブ・インパクト金
融の実行には、ポジティブ・インパクトを特定しモ
ニターするための十分なプロセス、方法、ツール
が必要である。

原則３（透明性）ポジティブインパクト金融を行う
者は、透明性を確保し情報開示をすべきである。

原則４（評価）ポジティブインパクト金融の評価は、
達成された実際のインパクトに基づくべきである。



［環境省］インパクトファイナンスの基本的考え方

環境省「インパクトファイナンスの基本的考え方
（2020年）



資本市場の構造

個

人

年金
生命保険
投資信託

企
業

アセットオーナー

収益

投資

資金

収益

信託銀行
アセットマネジ
メント会社

アセットマネージャー

収益 収益

投資委託

受託者責任

専ら受益者の利益のために行動する責任

➢ ネイチャーへの配慮を市場に組み込もうとするとき障害となるのがリターンとの関係である。



企業価値信仰

企業価値（経済学的）：将来にわたって生み出す株主キャッシュフローの割引現在価値
＝ 株価

⇒ インパクトは企業価値向上につながるのか、という問い

PBR ＝ PER × ROE
（株価純資産倍率） （株価収益率） （自己資本利益率）

株価
1株当たり純資産

株価
1株当たり純利益

（1株当たり）純利益
（1株当たり）純資産

➢ 株価には本来、将来の成長期待なども織り込まれる。
➢ 現実には、短期利益優先を誘導。
➢ 投資抑制・株主還元志向。
➢ 社会的コストは評価に入らない。



価値（Value）と価値観（Values）

多様な価値（Values）
⇒ 価値観

（経済的）価値
（Value）

規範

共有・合意

人権
人道主義
SDGs

貨幣が
媒介

市場を
経由

［市場以外］

➢ ビジネスと、は市場を通してValuesをValueに転換。
➢ 市場で価格が付かないValuesも、社会が評価することでValueになり得る。
➢ 鍵となるのは「脱成長」のような極端な主張より、ValuesをいかにValueに変えるかの知恵。

（例）安定した気候
豊かな生態系
自由、平等、人権
ウェルビーイング

存在価値を
社会が評価

Value（経済価値）はValues（多様な価値）から生まれる

企業のソフトパワー



Nature on the Balance Sheetというアイディア

➢ 森林は、木材になり、家具などにならないと価値が理解されない。

➢ 実際には、森林には水源涵養、保水、土砂災害等の防止、動物の棲み処（生物多様性の保
全）、山歩きの場所など、さまざまな「価値」を有する。

➢ この価値を可視化できないか、というアイディアが、Nature on the Balance Sheet

出所：東京大学グローバル・コモンズ・センター「自然資本をバランスシートに」より抜粋。
https://cgc.ifi.u-tokyo.ac.jp/nobs/



システムとは何か

システムとは、複数の要素が互いに結びつき、
相互に影響し合うことで構成される全体

（例）
生態系（Ecological system）：植物、動物、微生物などが光合成、食物連
鎖、分解等を通じて複雑に結びつく全体

金融システム（Financial system）：資金と情報の循環を媒介に金融機関、
個人、投融資先企業等が相互に結びついた全体

価値体系（Value system）：何が正しく、何が間違いか、良いか悪いか、

人生における優先順位など、個人の行動や意思決定を導く一環した信
念や原則の集合体。文化や宗教、個人的経験などを通して構築され、
時間とともに変化し得る。



社会は複雑なシステム

金融システム

［経済システム］

生産
雇用

消費

［社会システム］

政治システム 教育システム

価値システム

法制度 信頼
規範

［環境システム］
気候システム 生態系（Ecological system）

水循環システム 土壌システム

影響
外部性

影響
外部性

➢ 環境、社会、経済のシステムは相互に密接に影響する。
➢ 部分的に変えることは難しい。



「長期的な収益確保」に影響するシステム課題

気候変動問題 生物多様性・生態系

経済システム

経済的不平等
社会の分断

人口減少
人的資本の縮小

ポピュリズム
自国主義

農業・食料システム

担い手不足
耕作放棄

農薬・化学肥料
農地開拓

中間層の縮小

非正規雇用

森林減少

既存の経済システムは環境や社会のシステムにさまざまな影響を与え、それは
結果的に、経済システム（企業経営や投資家のリターン）に跳ね返ってくる。
⇒ 市場リターン全体を棄損するシステムレベルのリスク。



（Oct. 2000）

（２００２）

（Oct. 2010）

ジェームズ・ホーリー
アンドリュー・ウィリアムズ

ユニバーサルオーナー理論
現代の年金基金など、巨額の資金を擁する巨大な投資家は、市場の
ほぼ全ての銘柄に投資する「ユニバーサルオーナー」である。

ユニバーサルオーナーにとっては市場全体の安定と成長を目指すこ
とが最も合理的な行動になる。



システムレベル投資

システムレベル投資とは、金融、経済、環境、社会、政治といったシステム内、
及びシステム間の関係が投資のリスクとリターンにどのように影響するかを
明示的に考慮する投資である。 このアプローチを採用することで、投資家は、
ポートフォリオが個々の投資先のリスクとリターンより、システムレベルのリ
スクと外部性の影響をより強く受けるという信念を中心に置くことになる。 

システムレベルのリスクは以下の2つからなる。
➢ システマティック・リスク
市場そのものの変化に連動するリスク。市場リスク（Market risk）。分散投資
によっても消去できないリスク
（例）市場金利の変化や景気変動、トランプ関税の影響など。

➢ システミック・リスク

市場に蓄積した機能不全が連鎖的に波及して市場の不安定化を招き、市場
そのものの崩壊につながるリスク
（例）サブプライムローンの破綻、気候変動、生態系破壊など



ネイチャーポジティブの価値化

ネイチャーポジティブ

➢ 豊かな自然を地域の価値につなげる知恵
➢ 点の取組みを面に広げる努力
➢ 地域全体（企業、市民、NGO、金融機関、行政等）の連携

人口流出の抑制出生率の回復

［実現の鍵］

豊かな自然環境

静岡県の強み

農業生産
受粉媒介

地域の魅力

子供を育てやすい環境 競争力のある産業

脱炭素への貢献

自然に配慮した
まちづくり 農薬・化学肥料抑制

自然環境への配慮

太陽光・水力・地熱

気候変動の影響
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